
                       

                         令 和 2 年 １ ０ 月 ２ 日                                                                       
 

国土交通省東北地方整備局 
仙 台 河 川 国 道 事 務 所 
角 田 市 
丸 森 町 

 

『台風水害を忘れない。より水害に強いまちづくりを目指して』 

～角田市と丸森町で防災パネル展の開催～ 

 

 
 

１． 日時・・・令和２年１０月５日（月）～１６日（金） ８：３０～１７：００ 

２． 会場・・・（角田と丸森で同時開催）  

角田市役所 １階 市民ホール 

       丸森町役場 １階 ロビー 

３．主催・・・国土交通省仙台河川国道事務所・角田市・丸森町 

４．参加・・・自由閲覧（無料） 

 

（パネルの内容・構成） 

■（国交省）東日本台風災害を契機とした「阿武隈川緊急治水対策プロジェクト」をＰＲ。 

〇公助…河川改修工事（ハード対策）の内容。１０月から各地で本格的に工事開始。（Ｒ６末完成目標） 

〇自助…地域防災力の向上（ソフト対策）の一環で、「マイタイムライン」の作成支援ツール等を紹介。 

■（市・町）水防団（消防団）の災害時の活躍をパネルで紹介し、認知度アップと入団募集をＰＲ。 

〇共助…災害の最前線で地域を守る重要な存在である一方で、団員数の減少や高齢化が深刻な現状。 

 

≪発表記者会：宮城県政記者会、東北電力記者会、東北専門記者会≫ 

〇令和元年１０月発生の東日本台風災害から、まもなく１年を迎える中で、今年も 

『これまでに経験したことのない雨』が全国各地で多発しています。 

〇昨年の水害時における災害対応、住民の避難・救助等の実体験は、行政・地域の 

防災組織・個々の住民にとって、様々な課題と教訓を得た貴重な機会ととらえ、 

昨年の災害を振り返り、その貴重な経験を教訓とした地域防災力の向上を図り、 

次世代に繋げていくことを目的に、パネル展を開催します。 

記者発表資料 

【本件に関する問い合わせ先】  

 ○国土交通省 東北地方整備局 仙台河川国道事務所 仙台市太白区あすと長町 4-1-60 

          河川担当副所長   齊藤
さいとう

 正道
まさみち

     TEL:022-248-4131（代表） 内線 204 

          建設専門官       川口
かわぐち

 高雄
た か お

                同上            内線 402 

 ○角田市役所  角田市角田字大坊 41 

         防災安全課長      小川
お が わ

 一召
かずよし

      TEL:022４-６３－２１２３ （課内直通） 

 ○丸森町役場  伊具郡丸森町字鳥屋 120 

          総務課長        佐藤
さ と う

 克
かつ

朗
ろう

      TEL:022４-７２－３０２０ （課内直通） 
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防災パネル展
（角田・丸森同時開催）

令和２年１０月５日（月）～１６日（金）
主催：国土交通省仙台河川国道事務所

角田市・丸森町
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■公助■ 行政の施策

パネル展示内容の一例（仙台河川国道事務所）

阿武隈川における、本川・支川の抜本的な治水対策と、流域対策が一体となった防災・減災対策を進めていきます。
現在、災害復旧事業による漏水対策工事を進めており、10月から、河道掘削工事（江尻、舘矢間）が本格的に始まります。
※全体事業：Ｒ６年度末完了目標）。

令和元年東日本台風の被害を踏まえ、「阿武隈川緊急治水対策プロジェクト」を「名取川・阿武隈川
下流大規模氾濫時の減災対策協議会（阿武隈川部会）」でとりまとめました。
国、県、市町等が連携し、浸水被害の軽減、逃げ遅れゼロ、社会経済被害の最小化を目指します。

■自助■ 住民の主体的避難行動への取り組み■共助■ 地域社会の結束



• パネル写真の一例
（角田市・丸森町）

角田市東南町
救助状況

角田市郵便局前
浸水状況

丸森町鳥野地内
排水作業開始
12日 １４:００頃

丸森町千刈場地内
ボートでの救助活動
1３日 ６:００頃

←↑東日本台風における
丸森の消防団の一連の
活動は、昼夜を徹して
３５日あまり続いた。


